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姫路医療生協現勢
（2019年7月31日現在）

▲堀川に係留する船に施された光の演出

　

高
砂
市
で
９
月
に
開
催

さ
れ
て
い
る
「
た
か
さ
ご

万
灯
祭
」。こ
の
催
し
は
、

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）

に
開
催
地
区
の
高
砂
町
が

兵
庫
県
の
景
観
形
成
指
定

地
域
に
指
定
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し

た
。
初
年
度
は
「
み
な
と

堀
川
ま
つ
り
」
と
い
う
名

称
で
し
た
が
、
翌
年
か

ら
、
現
在
の
名
称
に
変
更

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

「
た
か
さ
ご
万
灯
祭
」

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は

「
１
年
に
一
度
、
星
が
降
り
て
く

る
ま
ち
へ
…
」。
高
砂
町
内
の
路

地
約
６
㎞
を
結
ぶ
キ
ャ
ン
ド
ル
や

高
砂
神
社
境
内
を
埋
め
尽
く
す
約

３
０
０
０
灯
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
は

じ
め
、
歴
史
的
建
造
物
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
、
堀
川
に
係
留
す
る
船

に
光
の
装
飾
が
施
さ
れ
る
な
ど
、

各
所
で
光
の
演
出
が
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
、
十じ

ゅ
う
り
ん
じ

輪
寺
を
は
じ
め
複

数
の
会
場
で
は
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
、
街
全
体
が
光
と
音
楽
に

包
ま
れ
ま
す
。

　

銀
座
商
店
街
で
は
、
地
元
グ
ル

メ
な
ど
の
屋
台
を
は
じ
め
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
名
産
品
の
販
売
も

行
わ
れ
る
高
砂
楽
市
が
開
か
れ
多

く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

今
年
の
「
た
か
さ
ご
万
灯
祭
」

は
９
月
14
日
・
15
日
に
山
陽
電
鉄

高
砂
駅
南
側
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
秋
の
夜
長

に
光
と
音
の
世
界
に
足
を
踏
み
入

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
で
も
高
砂
駅
周
辺
を

歩
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

たかさごたかさご
万灯祭万灯祭
（高砂市）

Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト 

　

〜
レ
ト
ロ
高
砂
ま
ち
あ
る
き
〜

　

10
月
６
日
（
日
）
午
前
中

　

参
加
費
200
円　

定
員
50
名

　

※ 

詳
し
く
は
今
号
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

☎
079
―
285
―
３
３
９
９



９
月
１
日

９
月
１
日  

太
子
町
に
初
の

太
子
町
に
初
の

  

福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
が
開
設
！

福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
が
開
設
！

『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ナ
姫
路
』の

『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ナ
姫
路
』の

  

プ
ロ
選
手
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た

プ
ロ
選
手
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
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▲昨年の介護保険学習会（手柄支部）

▲左から貞包選手、髙橋選手、
荻野理事長、黒岩専務理事

▲今年もやります「ひめっこ体操」

　

真
夏
の
よ
う
に
暑
い
日
が
つ
づ

い
て
い
ま
す
が
、
暦
の
上
で
は
も

う
秋
で
す
。
今
年
も
秋
の
生
協
強

化
月
間
を
９
月
23
日
か
ら
11
月
30

日
に
設
定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
の
２
０
２
５
年
に

向
け
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

ま
ち
を
め
ざ
し
、
姫
路
医
療
生
協

の
、
と
り
く
み
と
共
感
の
輪
を
広

げ
、
繋
が
り
づ
く
り
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

月
間
の
目
標
と
重
点
課
題

　

新
規
組
合
加
入
者
数
・
出
資
金

増
資
は
、
月
間
終
了
時
に
今
年
度

目
標（
１
０
０
０
人
・
３
千
万
円
）

の
８
割
到
達
を
目
指
し
ま
す
。

　

「
楽
し
く
・
お
い
し
く
・
オ
シ

ャ
レ
」
な
活
動
を
進
め
ま
す
。

『
ひ
ょ
う
ご
ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
１
９
』
を
は
じ
め
と

す
る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
多
彩
な

活
動
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
は
姫
路
医
療
生
協
創
立
45

周
年
。
45
周
年
を
冠
し
て
行
う
月

間
ス
タ
ー
ト
企
画
『
い
き
い
き
秋

の
楽
・
演
・
祭
』
の
テ
ー
マ
は
、

「
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
そ
う
」
で
す
。

所長 小垣　英
てる

美
み

所長 金田 しのぶ

☎
079
―
276
―
０
７
１
７

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

太
子

☎
079
―
276
―
０
７
２
０

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

太
子

兵庫県高齢者大会inたつの

第一部

第二部

参加申込・お問い合わせ
姫路医療生協　☎079-285-3399

・コンサート はりまを歌う
　「ひとつ山こえてみよう会」

～町から村からひとりぼっちの高齢者をなくそう～

日　時：11月２日（土）14：00～16：45
 （開場：13：30～）
会　場：たつの市総合文化会館
　　　　アクアホール
 （兵庫県たつの市揖保川町正篠354番地１）
資料代：500円

創立45周年

～2019年度秋の生協強化月間が始まります～

姫
路
医
療
生
協　

専
務
理
事　

黒
岩　

勝
博

　

９
月
１
日
に
太
子
町
立
岡
（
所

在
地
は
地
図
参
照
）
に
『
福
祉
介

護
セ
ン
タ
ー
太
子
』
が
開
設
し
ま

し
た
。『
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
太
子
』
と
『
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
太
子
』
の
２
事
業
所
が
事
業

を
開
始
し
ま
す
。
太
子
支
部
の
組

合
員
の
要
望
に
応
え
、
姫
路
医
療

生
協
と
し
て
初
め
て
の
姫
路
市
以

外
で
の
事
業
展
開
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
法
人
と
し
て
、
太

子
町
や
太
子
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
、
太
子
町
社
協
）
と
の
懇

談
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
太

子
町
と
は
町
長
や
担
当
課
長
と
懇

談
し
、「
太
子
町
と
し
て
在
宅
サ

ー
ビ
ス
を
重
視
し
た
い
」
と
い
う

ご
意
見
を
、
太
子
町
社
協
か
ら
は

「
太
子
町
に
は
在
宅
生
活
を
支
え

る
中
重
度
者
向
け
の
医
療
的
ケ
ア

姫
路
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー
ル
で
の
開
催

で
す
（
問
い
合
わ
せ
☎
079
―
285
―

３
３
９
９
地
域
サ
ー
ビ
ス
部
）。

　

記
念
講
演
に
、『
あ
い
う
べ
体

操
』
考
案
者
で
テ
レ
ビ
に
も
多
数

ご
出
演
さ
れ
話
題
の
今
井
一
彰
先

生
（
み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

す
。「
食
べ
る
こ
と
と
歩

く
こ
と
が
出
来
れ
ば
人
生

は
幸
せ
」
を
テ
ー
マ
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
の
参
加
報
告
も
行
い
ま

す
。

　

『
い
き
い
き
秋
の
楽
・

演
・
祭
』
で
集
い
、
学

び
、
強
化
月
間
に
弾
み
を

つ
け
、
支
部
・
事
業
所
一

丸
と
な
っ
て
地
域
を
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
初
の
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
と
し
て
２
０
１
６
年

に
姫
路
の
地
に
誕
生
し
た
『
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ー
ナ
姫
路
』。

　

球
団
オ
ー
ナ
ー
は
姫
路
市
出

身
で
前
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
日

本
代
表
監
督
の
眞
鍋
政
義
氏
、

監
督
に
は
元
日
本
代
表
で
主
将

も
務
め
た
竹
下
佳
江
氏
が
就
任

し
、
プ
ロ
選
手
15
名
を
率
い
て

「
姫
路
か
ら
世
界
へ
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
躍
進
中
で
す
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
Ⅴ
リ
ー
グ
の
Ⅴ
２

（
２
部
）
か
ら
Ⅴ
１
（
１
部
）

に
昇
格
し
、
さ
ら
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、

姫
路
の
多
く
の
企
業
や
団
体
も

若
者
の
夢
と
希
望
を
育
む
『
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ー
ナ
姫
路
』
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　

７
月
25
日
、
姫
路
医
療
生
協

の
本
部
事
務
所
に
髙た

か

橋は
し

咲さ

妃き

惠え

選
手
（
主
将
）
と
貞さ

だ

包か
ね

里り

穂ほ

選

手
が
来
訪
さ
れ
、
今
シ
ー
ズ
ン

の
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
姫
路
医
療

生
協
も
、
選
手

の
み
な
さ
ん
の

活
躍
が
、
活
気

あ
ふ
れ
る
姫
路

の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
こ

と
を
願
っ
て
応

援
し
て
い
ま

す
。
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と

荻
野
理
事
長
。

　

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人

ら
し
く
最
期
ま
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
医
療
・
介
護
の
専
門
職
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
安
心
・
安
全
・
こ

こ
ろ
あ
た
た
ま
る
看
護
を
提
供
し

ま
す
」
を
理
念
に
、
自
宅
で
療
養

さ
れ
て
い
る
方
へ
の
医
療
処
置
、

病
状
の
観
察
、
体
調
管
理
、
リ
ハ

ビ
リ
等
を
行
い
ま
す
。
利
用
者
様

と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
寄
り

添
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
太
子
の

開
設
に
あ
た
り
、
所
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
利
用
者
様
に
寄
り
添

い
、
ご
家
族
様
の
想
い
も
大
切
に

す
る
事
を
心
掛
け
、
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
事
業
所
を
目
指
し
ま
す
。

介
護
に
関
す
る
お
悩
み
や
在
宅
生

活
に
お
困
り
の
際
は
是
非
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

の
サ
ー
ビ
ス
が
不
足
し
て

い
る
」
と
い
う
実
情
を
お

聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

『
福
祉
介
護
セ
ン
タ
ー
太
子
』

を
開
設
す
る
こ
と
で
、「
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
最
期
ま
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
ま
す
。
そ
し
て
、
２
０

２
０
年
度
以
降
に
は
太
子
町
で
看

護
小
規
模
多
機
能
事
業
所
の
開
設

を
め
ざ
し
ま
す
。　

　

太
子
町
や
太
子
町
社
協
、
医
療

機
関
、
介
護
事
業
所
、
地
域
住
民

等
と
の
連
携
を
大
切
に
し
、
太
子

町
に
お
け
る
〝
地
域
包
括
ケ
ア
の

推
進
〞
に
貢
献
し
ま
す
。

179179

山陽新幹線山陽新幹線

山陽本線山陽本線

至 あぼし診療所至 あぼし診療所

太子西
中学校
太子西
中学校

県立太子高校県立太子高校石海小学校石海小学校

太子郵便局太子郵便局

立岡北立岡北

立岡立岡

鵤東鵤東

福祉介護センター太子
揖保郡太子町立岡115-7
福祉介護センター太子
揖保郡太子町立岡115-7

〒725

27

27

網　干網　干

医療生協の輪を広げ、医療生協の輪を広げ、
 実りの秋に 実りの秋に

・開会あいさつ・基調報告
・記念講演「最期まで自宅で生きる」
　講師：姫路医療生協
　ヘルスコープあぼし診療所
　　　　 藤本 壮之 所長
・「うたごえ喫茶」



平
成
か
ら
令
和
へ

平
成
か
ら
令
和
へ  

平
和
へ
の
思
い
つ
な
ぐ

平
和
へ
の
思
い
つ
な
ぐ
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青
ジ
ソ
の
ど
根
性
み
そ

青
ジ
ソ
の
ど
根
性
み
そ

に
練
る
。
全
体
に
な
じ
ん
だ

ら
火
を
止
め
る
。

　

※ 
味
噌
が
固
い
場
合
み
り
ん

を
加
え
る
。
あ
ま
り
煮
つ

め
る
と
冷
め
た
時
に
固
く

な
る
の
で
注
意
。

④ 

残
り
の
青
ジ
ソ
を
加
え
、
良

く
な
じ
ま
せ
る
（
最
後
に
新

鮮
な
青
ジ
ソ
を
加
え
る
事
で

香
り
が
立
ち
ま
す
）。

　

☆ 

青
ジ
ソ
の
実
を
入
れ
て
も

美
味
し
い
で
す
！

共
立
病
院　

糖
尿
病
教
室　
　

参
加
費　

300
円

⑥
９
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
〜 

「
口
腔
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
」　
　

講
師　

歯
科
衛
生
士

秋
の
生
協
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト
企
画

『
い
き
い
き
秋
の
楽
・
演
・
祭
』

９
月
12
日
（
木
）
14
時
〜
16
時
30
分

場
所　

姫
路
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー
ル
（
山
陽
百
貨
店
西
館
７
階
）

原
発
な
く
せ　

駅
前
署
名
宣
伝
行
動

９
月
30
日
（
月
）
14
時
〜
15
時

場
所　

山
電
姫
路
駅
前
広
場
（
雨
天
時
：
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
ピ
オ
レ
前
）

サ
ー
ク
ル 

て
く
て
く
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10
月
３
日
（
木
）　

参
加
費　

６
０
０
０
円

岡
山
吹
屋
の
里
・
ベ
ン
ガ
ラ
の
街
・
吹
屋
の
街
並
み
・
広
兼
邸
・
銅

山
・
吹
屋
小
学
校
な
ど
初
秋
の
吉
備
を
訪
ね
る

会
員
申
込　

９
月
16
日
ま
で
に
葉
書
で
姫
路
市
宮
上
町
１
―
59
―
２

野
村
千
恵
子
宛
へ
☎
090
―
８
２
０
１
―
７
６
８
８

行
事
案
内

関
心
が
あ
る
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

お問合せ
☎079-285-3399
（地域
 サービス部）

荒
川
支
部

古
屋　

笑
子
さ

ん

【
材
料
】

青
ジ
ソ
（
大
） 

50
枚
位

白
ゴ
マ 

100
ｇ

赤
唐
辛
子 

８
〜
10
本

味
噌 

500
ｇ

砂
糖 

200
ｇ

か
つ
お
節 

20
ｇ

サ
ラ
ダ
油 

大
さ
じ
３

み
り
ん

【
作
り
方
】

① 

白
ゴ
マ
は
炒
っ
て
お
く
。
青

ジ
ソ
は
粗
み
じ
ん
に
切
る
。

② 

フ
ラ
イ
パ
ン
か
鍋
に
サ
ラ
ダ

油
と
赤
唐
辛
子
を
入
れ
中
火

で
熱
す
る
。
油
が
赤
く
色
づ

い
た
ら
焦
が
さ
な
い
よ
う
に

火
を
弱
め
る
。

③ 

②
に
①
の
青
ジ
ソ
半
量
を
加

え
る
。
油
と
な
じ
ん
だ
ら
味

噌
と
砂
糖
を
入
れ
、
砂
糖
を

溶
か
す
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
混

ぜ
て
味
噌
が
グ
ツ
グ
ツ
と
す

る
ま
で
火
を
通
す
。
か
つ
お

節
と
①
の
白
ゴ
マ
を
加
え
更

　

地
域
活
動
交
流
集
会
が
７
月
31

日
、
姫
路
商
工
会
議
所
501
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
組
合
員
・
職
員
な

ど
121
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、服
部
真
治
氏（
医
療

経
済
研
究
機
構 

研
究
部
主
任

研
究
員
兼
研
究
総
務
部
次
長
）

に
よ
る
『
支
え
合
い
活
動
と
担

い
手
づ
く
り
』
と
題
し
た
講
演

で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や

っ
て
い
る
と
認
知
症
に
な
り
に

く
い
、
自
分
一
人
で
運
動
を
週

１
回
し
て
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

組
織
へ
参
加
し
て
い
る
方
と
比

べ
要
介
護
状
態
に
な
る
危
険
性

が
１
・
29
倍
と
い
う
研
究
デ
ー

タ
に
皆
さ
ん
驚
い
て
い
ま
し
た
。

健康野菜

８：00 ～ 10：00
共立病院正面玄関

９月３日（火）
　　10日（火）
　　17日（火）
　　24日（火）

ひまわり市ひまわり市

時間　PM2:00～4:00
場所　共立病院相談室
 （共立病院の薬局前）
協力　 姫路総合法律事務所
　　　 （弁護士）

※ 要予約　相談希望の
方は、下記へお申し
込みください
　姫路医療生協本部
 ☎(079)285-3398

無料法律無料法律
なんでも相談なんでも相談

毎月第３
木曜日

９月19日（木）
10月17日（木）
11月21日（木）

～７･31地域活動交流集会を開催～
〜
は
な
き
た
利
用
委
員
会
学
習
会
〜

　

４
月
か
ら
小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
『
す
ず
か
ぜ
』
と
『
て
が
ら
』

が
看
護
小
規
模
多
機
能
（
以
下
看

多
機
）へ
転
換
し
、在
宅
介
護
の
可

能
性
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

　

は
な
き
た
利
用
委
員
会
で
は
、

７
月
20
日
午
後
、
看
多
機
を
紹
介

す
る
学
習
会
を
花
の
北
市
民
広
場

で
開
催
し
、
組
合
員
や
利
用
者
家

族
な
ど
36
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
看
多
機
を
利
用
し
な
が

ら
在
宅
で
ご
主
人
を
看
取
ら
れ
た

前
垣
様
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
す
ず
か
ぜ
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
夫
は
、
２
週
間
程
入
院
し
ま

し
た
が
、
最
期
は
家
で
過
ご
さ
せ

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
退

院
当
日
か
ら
一
日
に
３
人
か
ら
、

多
い
日
は
６
人
程
看
護
師
さ
ん
や

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
訪
問
が
あ
り
色

々
と
助
け
て
頂
き
ま
し
た
。
痰
の

吸
引
が
上
手
く
で
き
な
く
て
と
て

も
苦
し
そ
う
な
の
で
電
話
を
す
る

と
、
夜
間
で
し
た
が
す
ぐ
に
来
て

処
置
し
て
頂
き
ホ
ッ
と
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
本
人
も
納
得
で

き
る
最
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
体
験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、『
看
多
機
す
ず
か
ぜ
』
の

長
谷
川
所
長
が
利
用
者
様
の
生
活

の
様
子
を
紹
介
。「
例
え
ば
、
胃
ろ

う
の
方
が
今
日
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

▲服部真治氏

▲「100縁カフェ」模擬体験で笑いヨガを体験

　

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、

転
倒
予
防
と
フ
レ
イ
ル
予
防
が
大

切
。
転
倒
予
防
に
は
運
動
を
、
フ

レ
イ
ル
予
防
に
は
地
域
活
動
へ
の

参
加
が
効
果
的
で
す
」
と
服
部

氏
。
ま
た
、
助
け
合
い
が
生
ま
れ

を
休
み
た
い
と
な
れ
ば
自
宅

へ
看
護
師
が
胃
ろ
う
注
入
支

援
に
伺
い
ま
す
。
医
療
依
存

度
の
高
い
方
も
安
心
し
て
任

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
心
強
い

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
「
費
用
は
？
」

「
利
用
の
保
証
人
は
必
要
？
」

な
ど
の
質
問
も
あ
り
、
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

（
は
な
き
た
利
用
委
員
会　

 

福
永　

祐
子
）

　

５
０
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者

が
集
う
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の

長
崎
大
会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
前
日
に
ボ
リ
ビ
ア
が
核
兵
器

禁
止
条
約
に
批
准
し
た
と
い
う
嬉

し
い
話
題
も
あ
り
、
各
国
が
核
廃

絶
に
向
け
動
い
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

　

被
爆
さ
れ
た
方
か
ら
は
当
時
の

悲
惨
な
状
況
を
伺
い
、 〝
悪
魔
の

兵
器
〞
核
兵
器
は
絶
対
に
無
く
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
長
崎
県
の
高
校

生
が
署
名
活
動
を
続
け
、
20
万
筆

を
集
め
た
話
を
聞
き
、
若
い
世
代

に
も
確
実
に
平
和
へ
の
思
い
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
世
界

大
会
で
し
た
。

（
地
域
サ
ー
ビ
ス
部 

古
澤 

佑
貴
）

る
プ
ロ
セ
ス
は
、
①

つ
な
が
る
（
住
民
同

士
の
関
係
が
で
き

る
）
②
気
づ
く
（
地

域
の
課
題
に
気
づ

く
）
③
う
ま
れ
る

（
助
け
合
い
活
動
が

生
ま
れ
る
）
が
重
要

と
述
べ
ら
れ
ま
し

  

看
護
小
規
模
多
機
能
を
学
ぶ

看
護
小
規
模
多
機
能
を
学
ぶ

▲看多機の説明をする長谷川所長

▲コグニサイズも体験しました

▲代表の加藤さん（左）
と古澤さん（右）　

た
。
講
演
後
、
参
加
者
か
ら
は

「
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
援
す
る

こ
と
で
元
気
の
も
ら
い
合
い
と
な

る
」「
社
会
参
加
す
る
こ
と
の
意

義
・
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

後
半
は
英
賀
・
津
田
支
部
の

『
100
縁
カ
フ
ェ
』
を
模
擬
体
験
。

運
営
委
員
で
進
行
役
の
森
川
久
子

さ
ん
の
話
術
に
会
場
は
笑
い
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
サ
ー

ク
ル
・
マ
ヒ
プ
ア
の
指
導
で
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
体
験
。
楽
し
く
有
意
義

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

在
宅
介
護
の
強
い
味
方

在
宅
介
護
の
強
い
味
方

社会参加社会参加でで
　防ごう認知症　防ごう認知症
  延ばそう健康寿命延ばそう健康寿命



No.470　2019年９月１日　（６）（７）

　

断
捨
離
を
始
め
ま
し
た
。
３

年
ほ
ど
前
も
引
っ
越
し
す
る
ほ

ど
捨
て
た
の
に
最
近
ま
た
始

め
、
少
し
ず
つ
す
っ
き
り
す
る

の
が
心
地
よ
い
と
感
じ
、
夫
が

「
自
分
は
捨
て
な
い
で
く
れ
」

と
冗
談
を
言
っ
て
笑
わ
せ
て
く

れ
ま
す
。
捨
て
た
い
け
ど
捨
て

ら
れ
な
い
荷
物
で
す
!!

 （
長
谷
川
ヒ
ロ
子
さ
ん（
72
）市
川
町
）

　

今
年
２
月
に
ひ
孫
が
生
ま

れ
、
私
は
二
人
と
も
男
の
子
だ

っ
た
の
で
女
の
子
が
生
ま
れ
て

可
愛
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

６
ヶ
月
に
な
り
、
い
つ
も
孫
が

写
真
を
ラ
イ
ン
で
送
っ
て
く
る

の
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
定
國
登
美
子
さ
ん（
75
）飾
磨
区
）

　
（
８
月
号
の
）昆
虫
の
話
題
、

楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。昔
の
田
舎
の
里
山
、川
辺

の
様
子
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

（
藤
井
な
お
み
さ
ん（
69
）飯
田
）

　

老
人
施
設
を
退
職
後
、
姫
路

市
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
」
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
高
齢
者
相
手
だ
っ
た

の
が
、
小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
と

接
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
地
域
で
私
の
支

援
を
必
要
と
さ
れ
る
依
頼
が
あ

り
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
ま
で
と

は
違
う
一
歩
を
進
ん
で
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

 

（
前
川
道
世
さ
ん　

飾
磨
区
）

　

毎
日
の
弁
当
作
り
を
朝
４
時

に
起
き
て
作
っ
て
い
ま
す
。
献

立
作
り
も
大
変
で
す
が
、
で
も

何
も
言
わ
ず
に
食
べ
て
く
れ
ま

す
。
助
か
り
ま
す
。

 （
中
野
真
沙
美
さ
ん（
39
）町
坪
）

答 A B C D E Ｆ

㉗
頭
割
り
で
支
払
い
ま
す

①
赤
ナ
ス
と
も
言
い
ま
す

②
ウ
サ
ギ
が
見
て
は
ね
る
月

③
利
息
の
こ
と
で
す

④
カ
メ
や
カ
ニ
に
あ
り
ま
す

⑤
干
し
て
食
べ
る
…
…
柿

⑥
北
極
海
地
方
の
凍
土
原
野

⑨
小
指
と
小
指
を
か
ら
ま
せ
て
、

…
…
げ
ん
ま
ん

⑪
浴
室
。
…
…
敷

⑭
一
方
…
…
。
右
側
…
…

⑮
法
学
者
・
弁
護
士
・
裁
判
官
な

ど
⑯
ウ
エ
ル
カ
ム

⑱
親
分
。
サ
ル
山
の
…
…

⑲
手
紙
・
音
信
の
こ
と
で
す

㉑
何
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん

㉓
刀
の
手
で
握
る
部
分

㉔
ナ
ス
形
の
東
洋
の
弦
楽
器

【
応
募
方
法
】

　

ハ
ガ
キ
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
答
え
を
記
入
し
て

ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
正

解
の
方
10
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
な
た

の
身
近
な
出
来
事
や
ニ
ュ
ー

ス
の
感
想
な
ど
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
差
し
支

え
な
け
れ
ば
、
年
齢
を
ご
記

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
読
者
の
た
よ
り
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
応
募
先
】

〒
６
７
０
｜
０
８
３
３

姫
路
市
大
善
町
141

姫
路
医
療
生
協

 

地
域
サ
ー
ビ
ス
部

締
め
切
り
は
９
月
30
日
で
す
。

７
月
号
の
答
え
と
当
選
者

　

正
解
は「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」

今
回
は
101
通
の
応
募
で
し
た
。

　

以
下
の
10
名
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

谷
川　

富
夫
さ
ん（
広　

峰
）

遠
藤　

享
子
さ
ん（
勝
原
区
）

山
本　

悠
子
さ
ん（
苫
編
南
）

岩
﨑
繁
太
郎
さ
ん（
飾
磨
区
）

山
本　

明
美
さ
ん（
大
津
区
）

井
置　

喜
子
さ
ん（
別
所
町
）

藤
井
な
お
み
さ
ん（
飯　

田
）

中
村　

雅
子
さ
ん（
た
つ
の
市
）

田
口　

啓
子
さ
ん（
広
畑
区
）

長
谷
川
ヒ
ロ
子
さ
ん（
市
川
町
）

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言

葉
は
、
な
に
？

①
外
出
時
の
心
得

④
１
人
用
の
部
屋

⑦ 

三
日
月
…
…
。
ゲ
ジ

ゲ
ジ
…
…

⑧ 

９
月
23
日
は
…
…
の
日

⑩ 

手
ご
た
え
な
し
を
た

と
え
て
、…
…
に
か

す
が
い

⑫
ち
ら
し
。
…
…
く
ば
り

⑬
な
ら
ず
も
の
。
漢
字
で
破
落
戸

と
書
き
ま
す

⑮
…
…
貝
。
…
…
吹
き

⑯
古
い
…
…
ぶ
き
屋
根
の
家

⑰
イ
ノ
シ
シ
の
子

⑲
…
…
焼
き
。
…
…
足
配
線

⑳
ほ
っ
そ
り
し
た
体
型

㉒
日
曜
日
の
次

㉕
ス
テ
ッ
キ

㉖
こ
れ
を
上
げ
て
出
航
だ

９
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　

☎
０
１
２
０
―
９
７
９
―
４
５
１

健康健康
講座講座

読
者
の
た
よ
り

共立歯科
歯科医師

ん
。
口
の
中
は
と
て
も
複
雑

で
、
患
者
さ
ん
自
身
の
歯
磨
き

だ
け
で
は
十
分
に
取
り
き
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
磨
き
残

し
た
歯
垢
が
成
熟
す
る
と
、
硬

い
歯
石
に
変
化
し
ま
す
。
歯
石

は
歯
ブ
ラ
シ
で
取
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
歯
周
病
が
重
症
化

す
る
患
者
さ
ん
の
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
の
中
に
は
、
こ
の
歯
石
が
多

量
に
沈
着
し
て
い
る
の
で
す
。

　

定
期
検
診
で
は
、
各
種
検
査

を
行
っ
て
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
努
め
ま
す
。ま
た
、ク
リ
ー

ニ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
口
の
状
態
に
あ
わ
せ
た

管
理
方
法
（
歯
ブ
ラ
シ
の
種
類

等
）に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。そ

し
て
、
歯
周
病
の
進
行
状
態
に

合
わ
せ
た
定
期
検
診
の
間
隔

（
１
〜
３
ヶ
月
）を
提
案
し
ま
す
。

　

口
を
健
康
に
保
ち
、
口
か
ら

し
っ
か
り
食
事
を
取
り
続
け
る

こ
と
が
全
身
の
健
康
維
持
に
つ

な
が
り
ま
す
。
歯
周
病
が
進
行

す
る
と
糖
尿
病
や
心
臓
病
、
誤

嚥
性
肺
炎
の
悪
化
等
に
つ
な
が

り
ま
す
。
定
期
検
診
を
き
ち
ん

と
継
続
的
に
受
診
し
続
け
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。

月
曜
日　

な
か
な
か
治
ら
な
い
子
ど
も
の
咳

火
曜
日　

役
に
立
つ
お
薬
手
帳

水
曜
日　

そ
の
症
状　

甲
状
腺
機
能
の
低
下
が
原
因
？

木
曜
日　

臭
い
が
わ
か
ら
な
い

金
土
日　

最
近
の
ニ
キ
ビ
の
治
療

※ 

16
日
（
月
・
祝
）、
23
日
（
月
・
祝
）
は
金
土
日
の
テ

ー
マ
を
放
送
し
ま
す
。

お口の定期検診で
健康維持を

　

読
者
の
皆
様
は
「
治
療
は
終

わ
っ
た
し
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」、

「
口
の
調
子
も
良
い
し
、歯
科
に

行
く
必
要
は
な
い
な
」
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
正

直
、「
歯
が
痛
く
な
っ
た
ら
歯

科
に
行
く
」の
は
間
違
い
で
す
。

口
を
健
康
に
保
つ
た
め
に
は

「
定
期
的
に
検
診
を
受
け
続
け

る
こ
と
」が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

口
の
中
に
は
約
700
種
類
以
上

の
細
菌
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
歯
磨
き
を
な
お
ざ
り
に

し
て
い
る
と
、
細
菌
が
大
量
に

繁
殖
し
、
歯
垢
や
歯
石
と
い
っ

た
バ
イ
オ
フ
ォ
ル
ム
を
形
成
し

て
、
歯
の
表
面
や
歯
と
歯
茎
の

間
の
溝（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）に
感

染
し
ま
す
。
そ
し
て
、
む
し
歯

や
歯
周
病
と
い
っ
た
病
気
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
バ
イ
オ

フ
ォ
ル
ム
は
台
所
の
ぬ
め
り
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
う
が
い
や

薬
だ
け
で
は
除
去
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
歯
磨
き
や
歯
科
で
の

専
門
的
な
除
去
が
必
要
で
す
。

　

で
は
、
日
々
の
歯
磨
き
を
頑

張
れ
ば
十
分
か
と
い
う
と
、
残

念
な
が
ら
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

キラリ輝く 笑顔あふれる
ある日の出来事

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ぼ
し

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ぼ
し

　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で
リ
ハ
ビ
リ
に

積
極
的
に
と
り
く
ま
れ
て
い
る
松

本
様
。
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
も
ご

利
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。「
日

々
の
体
調
の
変
化
も
相
談
で
き

る
」
と
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。

　

若
い
頃
か
ら
多
才
な
松
本
様
。

買
い
物
や
、
姫
路
城
観
光
に
来
て

い
る
外
国
の
方
と
も
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

松
本
様
の
書
か
れ
た
新
時
代

「
令
和
」
の
文

字
か
ら
は
活
力

が
溢
れ
出
し
、

訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
く
ス
タ
ッ

フ
も
元
気
を
い

た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

▲太子町 久保山洋子さんの作品

佐
さ

光
こう

　秀文
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こ
だ
わ
り
の
作
品
が
広
げ
る

こ
だ
わ
り
の
作
品
が
広
げ
る

  

仲
間
の
輪

仲
間
の
輪

鷲
尾 

三み
つ

和か
ず
さ
ん

浮
世
絵
等
の
写
真
を

パ
ソ
コ
ン
で
漫
画
の

よ
う
に
加
工
し
、
そ

の
下
絵
を
板
に
貼
り

付
け
、
電
動
糸
鋸
で

優
し
く
切
り
抜
き
ま

す
。
色
塗
り
に
関
し

て
も
、
写
真
の
色
に

で
出
せ
な
い
色
が
あ
る
と
、
た
と

え
１
本
で
も
専
門
店
に
買
い
に
走

り
ま
す
。
繊
細
な
色
づ
く
り
の
た

め
に
、
今
で
は
60
本
以
上
の
色
鉛

筆
を
所
有
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
作

品
は
ど
れ
も
緻
密
な
デ
ィ
テ
ー
ル

で
、
塗
り
絵
と
は
思
え
な
い
、
絵

画
の
よ
う
な
出
来
栄
え
で
す
。

　

以
前
か
ら
、
塗
り
絵
を
教
え
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う

鷲
尾
さ
ん
。
今
年
５
月
か
ら
は
月

に
二
度
、
近
く
の
会
館
で
塗
り
絵

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

「
生
徒
さ
ん
達
も
色
づ
く
り
に

四
苦
八
苦
さ
れ
塗
り
絵
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
変
細
か
な
作
業
で
す

の
で
、
目
の
疲
労
が
た
ま
り
や
す

く
回
復
す
る
の
に
20
分
以
上
か
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
鷲
尾

さ
ん
。
今
後
も
お
元
気
で
、
趣
味

を
生
か
し
た
仲
間
づ
く
り
で
楽
し

い
人
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

 （
取
材　

常
任
理
事　

川
井 

隆
）

い
ま
す
。
例
え
ば
、
ダ
ン
プ
カ
ー

の
荷
台
を
上
下
さ
せ
る
シ
ャ
フ
ト

の
動
き
が
ま
ず
く
荷
台
が
う
ま
く

収
ま
ら
な
い
の
で
、
本
物
の
ダ
ン

プ
カ
ー
を
見
に
行
き
、
動
き
を
確

認
し
て
修
正
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

彫
刻
的
な
木
工
細
工
は
、
鳥
や

だ
っ
た
鷲
尾
さ
ん
は
、
早
速
加
古

川
市
文
化
講
座
の
木
工
細
工
教
室

に
通
い
始
め
ま
す
。
そ
れ
か
ら
７

年
。
今
で
は
自
宅
の
車
庫
を
改
造

し
作
業
場
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
車
・
船
・
戦
闘
機
や
、
浮
世

絵
の
額
入
り
作
品
な
ど
多
種
多
様

の
作
品
を
、
写
真
を
参
考
に
し
な

が
ら
孟
宗
竹
と
木
板
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
作
品
に
は
目
を

見
張
る
細
か
な
細
工
が
施
さ
れ
て

　

鷲
尾
さ
ん
は
、
現
在
、
加
古
川

か
ら
広
畑
ま
で
お
仕
事
に
来
ら
れ

て
い
ま
す
。
お
仕
事
途
中
の
休
憩

場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
喫
茶
店

で
読
ん
で
い
た
雑
誌
の
袋
と
じ
で

木
工
細
工
の
記
事
を
見
つ
け
た
の

が
き
っ
か
け
で
制
作
を
始
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
工
作
が
好
き

　

玄
関
に
入
る
と
木
工
作
品
が
戸
棚
に
所
狭
し
と
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
古
川
市
の
鷲
尾
三
和
さ
ん
（
73
）
は
木
工
細
工
や
大
人
の
塗
り
絵
を

楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
ご
友
人
の
広
畑
・
八
幡
支
部 

達
可
美

奈
子
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
を
受
け
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
近
づ
け
て
色
付
け
さ

れ
て
い
ま
す
。
細
い
線
を
描
く
に

は
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
用
の
筆
が
一
番

と
言
わ
れ
、
髪
の
毛
一
本
一
本
ま

で
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
何

事
に
も
凝
り
性
で
完
璧
さ
を
求
め

る
鷲
尾
さ
ん
。
加
古
川
市
の
作
品

展
で
は
何
度
も
入
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。目

を
奪
わ
れ
る
色
彩

目
を
奪
わ
れ
る
色
彩

　

大
人
の
塗
り
絵
は
始
め
て
３
年

程
だ
そ
う
で
す
。
色
鉛
筆
で
見
本

写
真
の
色
に
で
き
る
限
り
近
づ
け

て
塗
ら
れ
る
そ
う
で
す
。「
１
色

の
鉛
筆
で
、
力
の
加
減
で
４
色
位

の
色
彩
が
出
せ
ま
す
」
と
言
わ
れ

る
鷲
尾
さ
ん
。
手
持
ち
の
色
鉛
筆▲まるで絵画のような塗り絵

▲鷲尾三和さん お気に入りの作品と

▲力作の数々

◀
戸
棚
に
い
っ
ぱ
い
の
作
品

徹
底
さ
れ
た
こ
だ
わ
り

徹
底
さ
れ
た
こ
だ
わ
り

加
古
川
市


